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船陸間通信環境の進化

 陸上の通信速度は1990年から
30年で約10万倍に進化

 海上を航行する船舶は衛星通信
に頼らざるを得ないが、時代と
ともに通信環境の整備も進展

 2021年8月には、陸上の5Gと
連携した次世代の衛星通信サー
ビス提供計画*が発表された
* Inmarsat「ORCHESTRA」
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出典：総務省 総合通信基盤局資料

出典：Inmarsat「ORCHESTRA」発表資料

1. 船陸間通信環境の向上



（出典）㈱シップデータセンター資料を基に当協会作成

運航ビッグデータの一元化・共有化

３

＜㈱シップデータセンター（日本海事協会子会社）が運営するIoS-OPのサービス概要＞
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2.デジタル技術の活用（①運航データの一元化・共有化）



運航ビッグデータを安全強化・更なる効率化へ

＜大手３社による運航ビッグデータ活用の取組み＞

４

2. デジタル技術の活用（②安全強化、更なる効率化へ）



＜タグボートによる遠隔操船試験＞

（出典）㈱商船三井、日本郵船㈱ ５

自動・自律運航に向けて
＜AR（拡張現実）技術を活用した見張り支援技術＞

＜大型カーフェリーによる自動離着桟試験＞

3. 自動・自律運航に向けた取り組み

＜自動衝突防止に向けた航行支援システム＞
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